






























































て、 それぞれの役方の内容が紹介されており、 「町奉行中勤方覚」も一連の史料である。 「町奉行中勤方覚」 には干支はないが、 十二月の表記があることから 「町奉行中勤方覚」 も文政元年十二月の成立であろうまた、下表のように 御銀方勤方」は「卯正月」の成立であるので、文政元年の後半に作成が命じられ、年末の一二 に大半の役方から書上が提出されたが、何らかの理由で御銀 の書上の提出は遅れ、翌年正月となったも であろう。
表一　史料の構成と作成時期
表紙標題 本文中の標題 小分類 作成時期




























件」 「巡見御目付御下向一件」 「遊行上人巡国御城下町逗留一件」 「御大名様方御城下町通行一件」 「御国鶴到着一件」及び「御城下惣町別当掛分ケ」 「私共（ 奉 ）支配之者共 からな 。これ の内容について概要を触れていく。
なお、本文中には享保一二年（一七二八） 、安永五年（一七七八） 、
寛政元年（一七八九） 、文化六年（一八〇九） 、文化 一年の年紀がみられる。本史料の成立時期は 政元 一八 であり、享保一二年の記事もあるが、大方は一八世紀後半から文政元年ま の江戸中・後期の久留米町奉行の業務内容を示すものであり、この内容を江戸前期の町奉行の業務まで遡らせることに 慎重で るべきと考えている。（一）町奉行所の組織と業務町奉行の勤務と奉行に属する組足軽の業務区分などを記載している。








じている。また、公儀荷物の運搬の費用も町方が負担することになっており、城下町人は伝馬役を負担していた。年末には城郭内の諸御門への松飾や、 御城、 御殿、 諸役所への煤払いなどは町夫が行う事になっており、洗切の水軍方が大里に出張の時、変事が起きた際 瀬下町町夫が洗切に出るなど、 久留米町人は藩 様々な公役に従事している。五条の関係記事があ 。（七）藩主への御祝儀藩主の御昇進の時、町奉行は町別当・御用聞頭取などを召連れ登城
して御奏者番に謁し御広間御帳に名を記入して帰る。さらに御祝儀として町別当その外の町人や勾当などは祝儀物を献上する。また 藩から御酒を頂戴した場合は町方御役所で頂戴するなどの儀礼がおこなわれている。年始の御礼も町奉行は町別当などと登 して藩主の御通掛りに御目見えが行われる。正月三日の松囃子も町役者によるものである。城下町から城内にかかる大手門・狩塚橋の渡初めなども行われ九条の関係がある。（八）火事・防火・水害の対応城下町の火事についての箇条である。出火の際は町奉行は組足軽を
率いて、町火消しを才判す 下町町人は火事 際には勘定所・町方役所・御武具方・御使者屋・印銭方などに駈け付けることなっていた。これも町人足役の一部である。さらに、防火のため毎年一月に火を使う風呂屋 鍛冶屋・白銀師などのくど改めを行い、毎年二月「辰の水」行事を組足軽が行っている。また、久留米城下町は水害に度々みまわれており、水害への救援も町奉行の業務である。六条の関係記事である。（九）城下町の警備年末一二月二〇日の夜から通行には町送りで通過させることになっ
ており、さらに物騒な時には廻り番の足軽を増やすことにしている。また、 藩主の寺社参拝、 参勤交代の城下通行の際の警戒も業務である。四条関係記事がある。（一〇）祇園会六月七日から同一四日までの祇園会開催にかかわる記事である。神
幸の際に笠鉾・神輿の警固・裁判を組足軽が行い、藩主在国 時 上覧の際は御使者屋の警備などを町奉行や組足軽が行うことになっている。五条 関係記事がある。（一一）城下町での華美・贅沢の取り締まり町方での衣類・髪餝の取り締まりと共に、婚礼を質素に行うことを
監視するものである。二条の関係記事（一二）城下町の空間管理町屋敷地の売買は町奉行の裏書を必要としており、 た町屋には侍










唐物改めが町奉行の加役となったのは享保 二年（一七二七）七月降の事である。内容は藩内に二名の唐物問 を任命し 領内 唐物の又買・隠売買を取り締まらせ、領内在町での唐物を商売しているもへ印札を渡し、唐物売買を統制しようとし 内容である。この中には寛政元年（一七八九）に「長崎より差し越すことになった事から家老中より渡された長崎宿老の手板の雛形」が収録され おり、厳しい唐











を才判する。町筋の家々は水田子（桶 をだし、土間に下りお迎えする。行列の町夫の箒引二名、 目付二 で先導する。行列には御国鶴と御奉書を入れた挟箱を十丁目口で御納戸方と交代 城内に運ぶ行列の様子がよくわかる史料である。おわりに
以上、本史料の内容にふれてきたが、町奉行は久留米城下町の広範



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　 　　　　　　 　　 　　　　　　　


高松勝助
一御配当八石三人扶持
　　　　　　　　　
居者斬
　
 水島伝次
一御配当五石壱人半扶持ツヽ
　　　　　　
牢屋番























八人
一御配当三石壱人半扶持
　　　　　　　　
町方定付小者
　






















壱人
一拾五人扶持銀五枚
　　　　　　　　　　
長崎御家代























井上市兵衛
一右同
　　　　　　　　　　　　　　　
右同
　　　　　　　　　　　　　　　
友永弥右衛門
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一三人扶持
　　　　　　　　　　　　　　
座頭惣支配
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
田川勾当
一弐人扶持
　　　
右同
　　　
大塚勾当
一壱人扶持
　　　 　　　　　　　　　　　

秋山勾当
一右
　
同
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
加代都座頭
一右
　
同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

左衛都座頭
　　　
御扶持方被下置
町人共左之通
一弐人扶持
　　　　　　　　 　　

御勝手方御用聞























布屋彦兵衛
一拾五人扶持
　　　　　　　　　　　

　
右同頭取町別当格























福童屋次郎兵衛
一廿人扶持
　　　　　　　　　　　　　　
右同頭取町別当並























泉屋弥作
一拾五人扶持
　　　　　　　　　　　　　
右同
　

塩屋喜兵衛
一五人扶持
　　　　　
御勝手方御用聞























帯屋弥兵衛
一五人扶持
　　　
福童屋喜兵衛
一三人扶持
　　　　　
中島五郎兵衛
一右
　
同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
山本屋喜左衛門
一右
　
同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
米屋千助
一右
　
同
　　　
唐津屋喜右衛門
一弐人扶持
　　　　　　　　 　　　　　　　
戸板屋仁三郎
一右
　
同
　　　
冨屋善右衛門
一右
　
同
　　　　　
泉屋宗兵衛
一三人扶持
　　　　　　　　　
魚問屋御肴物御用聞

戸板屋六蔵
一右
　
同
　　　　　　　　　　　　　　　
狂言師
　
 畳屋文平
一弐人扶持
　　　 　　
御柄巻師

要八
一右
　
同
　　　
馬刺
　　
 鉄三郎
一右
　
同
　　　　　
隣国聞合役
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




江上屋與市

〆



公義御役人諸方御使者
并他所町人類使者屋御呼入一件
一日田御郡代御代官
　
御城下町御通行之節ハ、私共之内壱人道筋え罷
出申
、町別当壱人町口へ罷出居申
、町内先払として組足軽弐人
案内町目付弐人、箒引弐人差出申
、使者屋へ休泊御座
節
、私
共儀
御制札場脇へ壱人罷出申
、使者屋門前へ箱番所取建、御側
足軽弐人、玄関番御側足軽弐人御着
節、御門脇へ使者屋番出迎罷
在
、御料理被差出
節、加様御徒士中相勤
、御使者御音物
も
御座
、同所御出立之節 私共出方其外先払
御着之節同様取斗申
事但御料理二汁五菜、夜食一汁五菜、手付下代一汁五菜夜食一汁弐菜、近習一汁三菜、夜食一汁二菜、足軽已下末々迄一汁弐菜、夜食一汁一菜、右酒肴
見斗差出申
事
一右御着之上、御家老中出役御逢御座
、惣奉行中、御郡上奉行中、
御郡奉行中等出役仕
、私共両人昼夜相詰罷在申
事
但出役之面々皆御逢 座
事
一使者屋台所向火之番として御先手足軽弐人、惣肝
町別当壱人町目
付町肝
相詰、裏門番町人弐人、夜廻町人弐人罷出申
事
一瀬下渡船之節、乗船之儀
御船手方ゟ差出
ニ付、上荷船弐艘御船
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印建、瀬下町ゟ為差出申
、尤船場へ同町別当町目付
罷出居、荷
物才判
仕
事
一長崎御代官通行之節
日田御代官ゟ一躰御手軽之御取扱ニ
私共儀
も不罷出、尤止宿ニ相成
へ
罷出申
事
一支配御勘定 普請役類
　
公義御役人御城下町通行之節
、為先払
組足軽壱人、 案内町目付壱人差出申
、 休泊ニ相成
町宿用意仕、
料理之儀
一汁弐菜位、町方受負ニ
差出
様申付
事
但宿為見ケ〆組足軽両人程差出置
、其外家持町人
為相詰
事
一瀬下渡船之節、乗船之儀
上荷船壱艘日覆ひ薄縁敷御紋付布御幕打
外ニ上荷船弐艘御船印建、瀬下町ゟ為差出申
事
一尤船場見ケ〆荷物才判町目付差出申
事
一右御役人之内、於使者屋御料理被下
義御座
、其節
私共之内壱
人罷出、万端取斗挨拶
ニも罷出申
、尤日田御役人ニ
御座
へ
ハ御郡方日田御用掛中申談取調、使者屋へも右役中之内一両人罷出申
事
但御料理之儀
二汁五菜被差出
事
一他所町人類於使者（屋
ヌケ
）御料理被下
節
筋受持
御役筋ゟ罷出相
伴
仕
ニ付、私共儀
罷出不申
、與頭壱人差出、使者屋内証向
之儀取斗せ申
事
但御料理向之儀
二汁五菜位之儀御座
事
一東本願寺用人使者罷越
節
順光寺へ止宿仕居、 御使者相勤
ニ付、
使者へ御呼入之義、為案内組足軽差出申
、為先払組足軽両人、案
内町目付壱人、 使者屋玄関番組足軽弐人、 同所門前へ使者屋番出迎、間内案内着座之上、餅菓子御酒吸物差出申
事
一使者屋え呼入
所登
　
城為案内大小姓中、宿寺へ罷越
事
一使者登
　
城之節、御馳走等被差出
事
一登
　
城時分宜段、御用人中ゟ申来
事
一御口上為承次御使番中罷出
事
一使者登城御目見相済、使者屋へ使者罷帰
上、三汁八菜之御料理御
酒御吸物
数々差出、相伴中小姓頭中罷出、台引寺社奉行中相勤
事
但加用之儀
水屋番罷出
事
一被下物之御使者、 餞別之御使者、御返書持参
御使者、大小姓三
人相勤申
事
一私共両人罷出挨拶
仕、其外万端取計申
事
一御家老中初諸役人中え拝領
御礼御家老中初役々ゟ為惣代壱人ツヽ
罷出申
事
一使者召連
刀指え一汁五菜、小者え一汁三菜御料理被下
事
一田代々官引替
節
為勤役届罷越
付、前ヲ以、私共方え紙面ヲ以
申来
間、其段御家老中へ申達
、尤近来
先
御故障申立ニ
御
断ニ相成申
、御呼入ニ相成
節
其段返書ニ申遣
事
一右代官罷越
節
江上屋与一郎方へ中宿仕
ニ付、同所へ私共ゟ組
足軽為使使者屋へ御呼入之儀相応口上申遣置、時分宜節案内仕
事
一使者屋へ御呼入之節、玄関え組足軽両人差出置、使者屋番台え罷出
間内案内仕
、私共両人罷出挨拶
仕
、御料理相伴之義
隣国御
使役相勤、御郡上奉行中、御郡奉行中罷出挨拶
仕
、御家老中御
逢御座
事
一代官添役罷越
ニ付、三ノ間ニ
御郡方川方下役罷出相伴
仕
事
一代官并添役え
二汁五菜之御料理被下
、刀指一汁三菜、小者一汁
弐菜、酒肴
見斗差出
、加用之義
水屋番四人罷出
事
但町役人
出方之儀
、大体日田御代官止宿之節之振合ニ御座
事
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一本願寺使僧或
御堂上方ゟ之御使者、其外御軽く御取扱之使者御呼
入之節
私共之内、壱人罷出申
、御口上承次御答之御使者
御
使者柄ゟ出役御座
、本願寺使僧罷越
節
、真教寺同道罷出
、
寺社奉行も出役仕
事
但御料理之儀
孰も二汁五菜位之儀ニ御座
、組足軽町役人
出
方之儀
相替儀無御座
事
一使者屋之儀私共御役方受持ニ付、右件之節内外掃除
町夫ヲ以仕せ
申
、且又床餝之品、茶烟草道具、夜具類其外台所向入用之品々ニ
至迄、一切夫々御役筋へ掛合町夫ヲ以受取申
、御料理之儀御膳番
中へ被仰渡御座
得共、 酒肴之数、 或
次通り御賄
相変
向
時々
私共方 聞合せニ相成申談相極申
、尤右之節々取斗一件帳取調御
家老中へ差出御差図ヲ受取斗
事
但日田代官御役人類之節
御用掛中申談万端取斗申
事
　　　
巡見御目付御下向一件
一巡見御目衆御下向之儀
前年ゟも御模様相分
義ニ付、御内々御家
老中ゟ被仰渡御用向取調
義ニ御座
事
一右御迎船御差登
ニ付、御船中料理人其外台所方諸役人町雇ニ
被
差登
ニ付、町方吟味申付
上、人品相極、猶又巡見掛御用達中え
申談差立
事
一右御領中御入込前々隣国ニ
御取扱之様子
江上屋与市郎差遣、 所々
承合御家老中へ申達
事
一御城下町惣体之義、其外御家中諸役人中之人高、知行高或
武術指
南役
之人高、御城御囲廻り之様子、寺社之数
ニ至迄御尋御座
節
御答方吟味仕、取調一帳面相仕立町役人共へも委細ニ申聞置
義ニ御座
事
一使者屋之義
被遊御逢
節之御手当ニ相成
間、町宿三軒相応之家
居吟味仕、私共見分之上、間所
差支不申様御繕ニ相成
事
但三ケ所相兼下宿壱軒手当仕置
事
一御道筋私共見分仕、損所
御座
へ
取繕
様申付
事
一御通行之節御道筋横町口々押足軽差出
事
一御着御出立之節、町口え私共之内壱人罷出居
事
一私共両人共 本陣最前ニ下宿仕居、御着後并御出立前一人ツヽ三ケ
所へ廻勤仕
事
一御着当日翌朝御出立之節、御先払足軽御一ケ所ニ弐人ツヽ差出
事
一御着之節、為御案内町別当壱人御宿主壱人ツヽ町口え罷出申
、御
出立之節も町口え御先え罷出申
事
一旅人其外往来之者御本陣
マヽ
前不罷通
様、脇道手当案内仕せ
事
但惣町口へも旅人飛脚之者
町内へ入込不申様、案内之者手当仕
事
一御着当日ゟ御出立相済
迄、御本陣
マヽ
近辺ニ
絞油・桶細工・鍛冶細
工
相止、其外万端相慎罷在
様委敷申付置
事
一御目付衆御家来中ゟ調物致
節、代銀之義米大豆金銀相場、其外旅
用之品一切直段前ヲ以為書出置、右直段ニ
売渡
様申付置
事
一隣国ゟ使者有之節
宿
手当仕置
事
一御宿御馳走躰ニ
御用
一式御宿御用掛中ゟ受差図
様、町別
当共へ申渡
事
一不被遊
　
御逢御本陣
マヽ
へ御使者被差越
節
、私共同道仕、取次之者
え引合せ
事
　　　　
遊行上人巡国
　
御城下町逗留一件
一遊行上人巡国御当地へ逗留 座
節
、前ヲ以役掛下肝
町別当両
26久留米大学文学部紀要　国際文化学科編第34・35合併号
人申渡
様被仰渡
事
但御用向之義私共手前ゟ取調才判仕
事
一町医師本道弐人、外科弐人出役手当申渡
様被仰渡
事
一宿寺五ケ寺町別当一掛ツヽ受持
様申渡
事
一隣国ニ
御馳走躰之様子為聞合、江上屋与市郎差出
事
一瀬下渡川之節、川船同町ゟ差出
様申付
事
一着出立之節、町内為先払組足軽弐人、町目付四人ツヽ、箒引弐人、
案内町別当壱人差出候事
但先御用掛中壱人相勤
事
一出火之節
私共之内壱人宿寺へ駆付退場御案内
も仕
事
一先使僧使者屋へ御呼入、上人ゟ之御口上有之
ニ付、大小姓中承次
申
節、私共両人出役仕
事
一上人宿寺へ逗留 内、役掛之面々へ両度程御逢御座
ニ付、其節
惣裁判中ゟ申来、両人共ニ罷出
事
一上人登城御座
節
、町内為先払組足軽弐人、案内町目付弐人差出
事
　　　　
御大名様方御城下町通行一件
一御大名様方
　
御城下町御通行之節
御高札場へ私共之内壱人、東向
へ下座仕罷在
事
一横町口々町人共ゟ両人ツヽ通り留メ為仕
事
一町目付五人、左之場へ相並平伏仕罷在
事
但拾丁目口ゟ御入込之節、通町壱丁目木戸際、原古賀町口ゟ御入込之節、三本松町上ノ町中ノ丁境辺
　
御高札場ゟ壱丁程隔罷在
事
一町内為先払組足軽四人差出
事
一馬刺鉄三郎前へ組足軽弐人、町役弐人差出
事
但御城下町ニ
人馬継有之
出夫方役人罷出
付、其節右之者
共
不及罷出
事
一嶋原様・人吉様・宇土様御通行之節
、私共不及罷出
、其外之儀
殿方様御一統同然之事

右ハ安永五申年御大名様方万一御城下町御通行之節、取斗方心得ニ主膳殿被仰渡置
事
　　　
御国鶴到着一件
一御国鶴到着之節、私共之内壱人拾丁目口へ罷出居、町内行列之儀才
判仕
事
一町筋家々水田子差出、御国鶴通
節、何レも土間ニ下り罷在
事
一拾丁目口ゟ町夫箒引弐人、町目付弐人、町別当弐人御国鶴行列ニ相
立
事
但右之外ニ町肝
両人罷出
事
一右同行列之内ニ罷出
御側足軽四人勤方、私共ゟ才判仕
事
一御国鶴并御奉書入挟箱、拾丁目口ゟ御城内迄持夫大納戸方ゟ六人差
出ニ相成
間、私共ゟ裁判仕、同所ニ
為継替
事
一御国鶴到着之翌日、町別当中為御祝義、御用番御家老中御宅へ罷出
事
右
私共御役方勤方之次第大躰ニ様子取調書出申
已上
　　　　
十二月
　　　　　　　　　　　　　
端山作之進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
長谷川外守
